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1. はじめに 
 
1.1. 本ドキュメントについて 
 
1.1.1. 範囲 
 
本ドキュメントは、Espress製品（EspressChart・EspressReport・EspressDashboard・EspressReport ES）
のツールを日本語化する手順について記載しております。 
 
1.1.2. 対象バージョン 
 
本ドキュメントは、Espress製品の下記バージョンを対象としております。 
 
 【EspressChart】6.3 
 【EspressReport】6.3 
 【EspressDashboard】6.3 
 【EspressReport ES】6.3 

 
1.2. 更新履歴 
 
版 修正日 修正者 内容 

1.0 2011/12/26(月) S.F 初版 
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2. 日本語化適用手順 
 
Espress製品では、日本語化マッピングファイルを読み込ませることで、製品ツールを既存の英語から日本語
に変更したものを使用できます。 
 
2.1. 日本語化マッピングファイルのダウンロード 
 
以下のサイトからダウンロード可能です。技術資料⇒Espress シリーズ日本語化の「日本語化ファイル.zip」
です。 
http://www.climb.co.jp/soft/documentation/ 
 
ダウンロード後は展開し、Espress_Language.xmlを製品インストールディレクトリに格納してください。 
 
2.2. EspressChart 日本語化手順 
 
1. Windows環境の場合は EspressChartインストールディレクトリ内の「designer.bat」を開きます。Linux
環境の場合は EspressChartインストールディレクトリ内の「designer.sh」を開きます。 
 
2. designer.bat(designer.sh)の最後に以下を記述します。文字コードは必要に応じて変更してください。 
-file:Espress_Language.xml -enc:Shift_JIS -xmlEncoding:Shift_JIS 
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3. チャートデザイナを起動し、日本語化されていることを確認します。 

 
 
2.3. EspressReport 日本語化手順 
 
1. Windows環境の場合は EspressReportインストールディレクトリ内の「reportdesigner.bat」を開きます。
Linux環境の場合は EspressReportインストールディレクトリ内の「reportdesigner.sh」を開きます。 
 
2. reportdesigner.bat(reportdesigner.sh)の最後に以下を記述します。文字コードは必要に応じて変更してく
ださい。 
-file:Espress_Language.xml -enc:Shift_JIS -xmlEncoding:Shift_JIS 
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3. レポートデザイナを起動し、日本語化されていることを確認します。 

 
 
2.4. EspressDashboard 日本語化手順 
 
1. EspressDashboardインストールディレクトリ内の「Organizer.jsp」を開きます。 
 
2. Organizer.jspの 76行目付近に以下を記述します。文字コードは必要に応じて変更してください。 
file: "Espress_Language.xml", 
enc: "Shift_JIS", 
xmlEncoding: "Shift_JIS", 
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3. オーガナイザを起動し、日本語化されていることを確認します。 

 
 
2.5. EspressReport ES 日本語化手順 
 
1. EspressReport ESインストールディレクトリ内の「ERESOrganizer.jsp」を開きます。 
 
2. ERESOrganizer.jspの 76行目付近に以下を記述します。文字コードは必要に応じて変更してください。 
file: "Espress_Language.xml", 
enc: "Shift_JIS", 
xmlEncoding: "Shift_JIS", 
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3. オーガナイザを起動し、日本語化されていることを確認します。 
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3. 日本語化マッピングファイルの修正 
 
ダウンロードした日本語化マッピングファイルの内容を直接修正することが可能です。修正の際は、直接マッ

ピングファイルである XMLファイルをテキストエディタ等で修正することも、専用ツールを使用して修正す
ることも可能です。ここでは専用ツールを使用した方法をWindows版を例に記載しております。 
 
3.1. 日本語化マッピングファイルの修正手順 
 
1. Windows Power Shellやコマンドプロンプトを起動します。 
 
2. 製品インストールディレクトリに移動します。 
例：cd C:¥EspressChart 
 
3. 以下のコマンドを入力して実行します。文字コードは必要に応じて変更してください。 
 
【EspressChartの場合】 
java -classpath "./lib/EspressAPI.jar;.;" quadbase.internationalization.TranslateWizard -file:Espress_Language.xml -enc:Shift_JIS 

【EspressReportの場合】 
java -classpath "./lib/ReportAPIWithChart.jar;.;" quadbase.internationalization.TranslateWizard -file:Espress_Language.xml -enc:Shift_JIS 

【EspressDashboardの場合】 
java -classpath "./lib/EDABOrganizer.jar;.;" quadbase.internationalization.TranslateWizard -file:Espress_Language.xml -enc:Shift_JIS 

【EspressReport ESの場合】 
java -classpath "./lib/ERESOrganizer.jar;.;" quadbase.internationalization.TranslateWizard -file:Espress_Language.xml -enc:Shift_JIS 
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4. 専用ツールが起動します。修正後は一番下の「Save」ボタンを押下して保存します。 

 


